
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聖学院大学の中谷先
生を講師に招き子ど
も虐待についての勉
強会を開催 

有志の議員と学習支
援事業の入札につい
て東京電機大学の山
本先生と意見交換 

公民館活動が活発で
独自の講座を行う長
野県茅野市の高齢者
大学を視察 

辞職勧告決議に 

賛成討論 

条例案で示された 
委員会への報告のフロー 

職員 

所属長 

委員会にではなく
所属長に報告 

報告 

対策を指示 

コンプライアンス 
推進委員会 

委員会から報告を
した職員への通知
はなし 



 

身体的虐待について救急業務により発見

されることが多分に考えられるため、要保

護児童対策地域協議会（子どもにかかわる

25 団体で構成する協議会）の構成員とし

て救急を加えることの検討をすべきであ

ると考えるが見解は。さらに、子ども食堂

などの民間団体との情報交換をはじめと

した連携をすべきと考えるが見解を問う。 

消防の救急業務が、虐待がある家庭の発見

につながることは十分に想定できること

から、要保護児童対策地域協議会の構成員

へ加えることについて検討する。 

また、子ども食堂などの民間団体からの情

報も虐待の早期発見につながることから、

情報交換の方法について検討していきた

いと考えている。 

現状上尾市では特別支援学校に通ってい

る子どもは、障害の程度にかかわらず学童

保育所を利用する事はできない。その理由

と市としての見解は。 

条例（上尾市放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例）を

理由として挙げたが、特別支援学校に通う

児童のなかには、「バリアフリー化が進ま

ない」「教員の配置が間に合わない」とい

った理由で特別支援学級が設置されない

ために、行政の事情で通わざるを得ない子

どももいるため、この条例の妥当性自体検

討し直すべき。 

さらに障害福祉の担当課は放課後等デイ

サービスを福祉サービスとして説明して

おり見解に相違がある。 

質問 

質問 

答弁 

答弁 

質問 

DV 対策として市が「女性のための DV 電

話相談」をはじめとした事業を行っている

ことは承知しているが、対応可能な曜日と

時間が限られているこれらの相談事業に

加えて、少なくとも開庁時には常に対応が

可能なそのほかの相談窓口においても DV

相談を受け付けていることを周知するべ

きであると考えるが現状と見解は。 

答弁 

上尾市配偶者暴力相談支援センターでは、

相談内容によって庁内関係各課と調整を

行い、各課の相談窓口や市民相談室と連携

して対応している。今後も連携を強化し、

相談体制の充実を図っていく。 

意見 

市民相談などでも相談を受け付けている

ことをホームページの該当部分に付け加

えるべき。さらに、男性や性的マイノリテ

ィの DV被害者の支援のため、まずは埼玉

県男女共同参画推進センターが行う男性

臨床心理士による「男性のための電話相

談」を市で広報してほしい。 

市庁舎 4階に設置された犯罪被害者の方や 

そのご家族の相談に利用するブース 

市の条例において、放課後児童健全育成事

業における支援は、特別支援学級を含め、

小学校に通う児童を対象としている。特別

支援学級の小学部に通っている児童への

支援としては放課後等デイサービスがあ

り、その活用などで対応していきたい。 

意見 


